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令和２年第２回西蒲原福祉事務組合議会（定例会）会議録 

 

 

令和２年第２回西蒲原福祉事務組合議会（定例会）は、令和２年１１月

２日 午後２時 弥彦村役場議場に招集された。 

 

１ 応招議員は、次のとおりである。 

議席 

番号 
氏   名 

議席 

番号 
氏   名 

１番 弥彦村議会議員 柏木 文男さん ４番 弥彦村議会議長 安達 丈夫さん 

２番 燕市議会議員 渡邉 広宣さん ６番 燕 市 長 鈴木  力さん 

３番 新潟市議会議員 水澤  仁さん   

 

２ 不応招議員は、次のとおりである。 

５番 中原 八一さん 

 

３ 出席議員は、次のとおりである。 

応招議員と同じである。 

 

４ 欠席議員は、次のとおりである。 

不応招議員と同じである。 

 

５ 地方自治法第１２１条の規定により、説明のため会議に出席した者は、

次のとおりである。 

代 表 監 査 委 員  本  多     克 さん 

組 合 管 理 者  小  林  豊  彦 さん 

組 合 副 管 理 者  廣  瀨  勝  利 さん 

会 計 管 理 者  水  沢  正  一 さん 

事 務 局 長  大  谷  夢  孝 さん 

や ひ こ の 里 園 長  小  野  正  人 さん 

ね む の 木 工 房 所 長  高  島  清  一 さん 

ふ れ あ い の 家 所 長  棚  橋  砂  織 さん 

弥彦村福祉保健課長  小  林  健  仁 さん 

 

６ 本会議の書記は、次のとおりである。 

弥彦村議会事務局長  笹  岡  正  夫 

主 任  石  川  啓  太 
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７ 本日の会議に付議した事件及び議事日程は、次のとおりである。 

 

 議事日程 第１号 

令和２年１１月２日 午後２時開会 

 

○日程第１  会議録署名議員の指名について 

 

○日程第２  会期の決定について 

 

○日程第３  管理者の挨拶 

 

○日程第４  議長報告第１号 例月出納検査の結果について 

 

○日程第５  議案第１号   令和元年度西蒲原福祉事務組合一般会計

歳入歳出決算の認定について 

 

○日程第６  議案第２号   令和元年度西蒲原地区休日夜間急患セン

ター事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

 

○日程第７  議案第３号   令和２年度西蒲原福祉事務組合一般会計

補正予算（第１号） 

 

○日程第８  議案第４号   令和２年度西蒲原地区休日夜間急患セン

ター事業特別会計補正予算（第２号） 

 

〇日程第９  議案第５号   令和２年度西蒲原福祉事務組合負担金の

負担割合及び徴収期日の決定について 
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議 事 内 容 

 

○議 長（鈴木 力さん）定刻前ではございますけれど、お揃いでござ

いますので、ただいまより令和２年第２回西蒲原福祉事務組合

議会定例会を開会いたします。 

ただいまの出席議員は、５名であります。定足数に達してお

りますので、直ちに本日の会議を開きます。 

◎開会時刻 午後１時５７分 

 

なお、５番 中原議員から欠席の届けが出されております。 

本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。よろしくお

願いいたします。 

 

はじめに、日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、議事規則第２０条の規定により議長にお

いて、１番 柏木文男さん、２番 渡邉広宣さんの２名を指名

いたします。よろしくお願いいたします。 

 

次に、日程第２ 会期の決定についてを議題といたします。 

お諮りいたします。会期については、本日１日限りといたし

たいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と言う声あり） 

 

ご異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日１日限りと決定しました。 

 

次に、日程第３ 管理者の挨拶をお願いいたします。小林弥

彦村長。 

 

○管 理 者（小林豊彦さん）開会にあたりまして、一言ご挨拶を申し上

げます。 

本日は、令和２年第２回組合議会の招集をお願いいたしまし

たところ、議員各位におかれましては大変ご多忙の中、ご出席

を賜り厚く御礼を申し上げます。 

本定例会では、令和元年度の決算報告、令和２年度補正予算

についてのご審議、ご承認をお願いするものであります。 

令和元年度は、施設整備等もなく、通常の施設運営ではござ
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いましたが、障害をお持ちの方々の様々なニーズに応えるべく

努めてまいりました。トイレ・洗面所等の大規模改修を行った

前年度と比較し、一般会計の歳出総額は３，４６５万円減少し、

特別会計では、患者数の減少に伴い急患センター委託料が増加

したため、歳出総額は、前年度と比較し８８７万円増加いたし

ました。 

また、令和２年度の補正予算については、補助金を活用し新

型コロナウイルス感染防止対策として物品購入等を行うための

予算計上でございます。既にやひこの里をはじめ各施設におい

て、感染防止対策を講じて参りましたが、今後、インフルエン

ザとの同時流行も懸念されるため、更なる取り組みが必要とさ

れます。 

それぞれの施設が利用者の皆様を感染症からお守りしながら、

できる限りこれまでの活動も継続できていくよう努めて参りま

すので、議員各位のご理解とご協力をお願い申し上げまして、

招集のご挨拶とさせていただきます。 

ご審議のうえ、ご承認いただきますようよろしくお願い申し

上げます。 

最後に、本定例会の議案等作成の過程におきまして、不手際

が発生し、議員の皆様にご迷惑をお掛けいたしました。申し訳

ございませんでした。深くお詫びを申し上げます。 

 

○議 長（鈴木 力さん）次に、日程第４ 議長報告第１号 例月出

納検査の結果についてを報告いたします。 

このことについては、組合監査委員より例月出納検査の結果

について、報告がありました。 

その写しをお手元に配布させていただきましたので、これを

もって報告とさせていただきます。 

 

次に、日程第５ 議案第１号 令和元年度西蒲原福祉事務組

合一般会計歳入歳出決算の認定について、及び日程第６ 議案

第２号 令和元年度西蒲原地区休日夜間急患センター事業特別

会計歳入歳出決算の認定について、以上２案件を一括して議題

といたします。事務局より説明を願います。事務局長。 

 

○事務局長（大谷夢孝さん）一般会計及び特別会計決算認定の２案件につ

きまして、その概要をご説明させていただきます。 
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最初に、議案第１号 令和元年度西蒲原福祉事務組合一般会計歳入歳出

決算について、ご説明申し上げますので、決算書の２頁、３頁をお開き願

います。 

歳入につきまして、ご説明いたします。詳細につきましては、後程ご説

明いたしますので、項目ごとの収入済額を読み上げさせていただきます。 

１款、分担金及び負担金、５億３，８００万３，４０６円。 

２款、財産収入、５００円。 

３款、寄附金、２０万円。 

４款、繰越金、４，０８４万７，０１２円。 

５款、諸収入、２，８１３万６，６７１円。 

歳入合計は、６億７１８万７，５８９円でございます。 

次に、４頁、５頁をお開きいただきたいと思います。 

歳出でございますけれども、支出済額でありますが、１款、議会費、１

６万２，６４６円。 

２款、総務費、５１１万５，３３２円。 

３款、民生費、５億４，２３９万５，８１３円。 

４款、公債費、１，６４１万５，６５８円。 

歳出合計は、５億６，４０８万９，４４９円でございます。 

続いて、２６頁をお開き願います。 

実質収支に関する調書でありますが、歳入総額６億７１８万７，５８９

円、歳出総額５億６，４０８万９，４４９円、歳入歳出差引額４，３０９

万８，１４０円、翌年度へ繰り越すべき財源は０でございまして、実質収

支額４，３０９万８，１４０円でございます。 

次に、歳入歳出の主なものにつきまして、前年度決算との比較を交えて

ご説明申し上げますので、ただいまご覧いただいております決算書の前に

綴じてあります「主要施策の成果に関する報告書」そちらの２６、２７頁

をお開きいただきたいと思います。 

令和元年度一般会計対前年度決算比較表でございます。 

最初に、歳入につきまして、主なものをご説明させていただきます。 

１款、分担金及び負担金、１項、分担金６，０８５万４千円につきまし

ては、組合構成市町村であります新潟市、燕市、弥彦村並びに組合構成外

の上越市からの分担金でございます。各市町村別の増減については、利用

者数の変動があったものでございます。 

次に、２項の負担金４億７，７１４万９千円につきましては、障害福祉

サービスの提供に対する負担金で、介護保険と同様の仕組みで利用日数や

障害の程度等に応じて、国が定めた報酬単価により市町村から負担いただ

くもの、並びに食費、光熱水費等、利用者本人が負担するものでございま

す。 
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各施設、前年と比較し増減がございますが、やひこの里は年度途中で他

の身体障害の施設へ移行した利用者がおりましたための減少、また、ふれ

あいの家では就労移行支援事業において、前年度に就職した利用者分の欠

員が埋まらなかったためと報酬単価が減額となったために大きく減少して

ございます。 

短期入所は、延べ利用者数が増加したもの、そして、グループホームは、

処遇改善加算が増加したものでございます。 

各施設の利用者数については、１９頁に記載してございますが、やひこ

の里は、定員６０名のところ実利用者数が５９名、ねむの木工房は、定員

が３５名のところ利用者数３７名、ふれあいの家は、定員３２名、利用者

数３５名でございました。グループホームについては、定員２５名、実利

用者数も２５名でございます。 

次に、５款、諸収入、１項、受託事業収入９９２万９千円については、

日中一時支援事業並びに弥彦村から委託を受け実施しております相談支援

事業の利用に係る収入でございます。７９万１千円の増については、主に

日中一時支援事業の延べ利用者数が増加したためでございます。利用者数

の詳細については、後程ご説明いたします。 

そして、２項、雑入１，８２０万８千円につきましては、各施設の作業

収益金が主でございます。ふれあいの家の作業収益金が１３１万円ほど減

少しております。 

続いて、歳出についてご説明いたしますので、隣の頁、２７頁をご覧く

ださい。 

２款、総務費、１項、１目の一般管理費３８１万２千円については、事

務組合運営に係る事務的経費でございます。２９万８千円の減については、

財務会計システム改修業務委託料の減少が主でございます。 

次に、３款、民生費の５億４，２３９万６千円は、それぞれ施設等の運

営費であり、やひこの里、ねむの木工房、ふれあいの家、グループホーム

の運営費、１目の総務費は、人件費及び施設の管理運営に係る経費でござ

いまして、そして、２目の処遇費は、食費、光熱水費等、利用者の生活や

就労支援に直接係る経費となってございます。民生費の前年比３，４３５

万９千円の減については、前年度に行ったやひこの里のトイレ・洗面所の

大規模改修による工事費が減少したものでございます。 

次に、４款、公債費１，６４１万６千円については、ねむの木工房建設、

やひこの里増築、グループホーム建設の際の借入金、計３件分の償還金で

ございます。詳細は、３０頁をご覧いただきたいと思います。 

組合の借入金の状況でありますが、令和２年５月末現在の未償還元金が

１億９，２７３万２，５９６円、未償還利子が１，５４０万８，５７８円

となってございます。 
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続いて、主要施策の成果につきまして、ご説明申し上げます。頁を戻っ

ていただきまして、２頁、３頁をお開きいただきたいと思います。 

最初に、やひこの里についてであります。利用者の状況として、障害認

定が最も重い区分６の方が２２名、その次の区分５の方が２７名と、全体

的に支援度が高く、日中の生産活動、創作的活動に取り組める方は僅か１

２名でありますけれども、酒瓶ラベルの作成などに取り組み、地元企業と

繋がりが継続できてございます。また、居室全体の割振りを見直すことで

住環境の改善にも取り組んでまいりました。 

続いて、８頁をお開き願います。 

短期入所、日中一時支援事業についてでありますが、下の表をご覧いた

だきたいと思います。短期入所は、宿泊を伴う利用、日中一時支援は、日

帰りの一時的な利用でございます。いずれも前年度より若干増加しており、

新規の契約は７件でございました。 

以前から週末の希望者が多く、加えて特別支援学校卒業後の進路で地域

の事業所に空きがなく、一時的ではなくて通年で当施設の日中一時支援を

利用する方もございます。現在の居室や生活空間、職員体制のなかで、最

大限希望に応えるよう受け入れを行ってまいりました。安全に見守ること

が精一杯の状況もありますが、一人ひとりが有意義な時間を過ごせるよう

創作的活動などにも力を入れてまいりました。 

続いて、隣の９頁をご覧ください。 

相談支援事業でございますが、下の○印の障害児相談支援、こちらが児

童の相談、もう一つ○印の特定計画相談支援は大人の相談と、制度上区別

されております。サービス利用計画の作成件数とその後の状態把握、観察

の件数がご覧のとおりとなっております。 

合計７２名、１５２件の利用でございました。前年度は、９１名、１６

３件の利用でありました。 

次に、１０頁をお開きいただきたいと思います。 

１０頁から１７頁は、ねむの木工房、ふれあいの家についてであります。 

いずれの施設も利用者の就労の支援、仕事の場の提供を事業の目的とし、

利用者が携わる仕事の確保とそこで得る利用者の工賃収入の確保に努めて

まいりました。いずれの施設も作業収入が前年度より減少いたしました。 

１４頁をお開き願います。 

ふれあいの家の作業収入が大幅に減少しておりますが、平成３０年度の

受託作業が例年になく増収となったもので、本年度が例年並みでありまし

たことをご理解願いたいと思います。 

また、ふれあいの家では就労移行支援事業において、合同面接会への参

加や職場実習など利用者の就職活動を支援してまいりましたが、本年度は、

一般企業へ就職できる方がおりませんでした。制度上原則２年という利用
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期間が設けられており、限られた時間の中で結果が求められる事業でござ

いますが、利用者の就職が実現するよう一層努力してまいりたいと思いま

す。 

続いて、１８頁をお開きください。 

グループホームについてであります。 

計４棟の住居、２５名の利用者の地域での日常生活を支えてまいりまし

た。地域の皆様に温かく受け入れていただき、概ね安定した１年を過ごす

ことができ、大変感謝いたしております。 

現在、５名の方が６５歳以上と、日中の介護保険事業の利用も増えてい

くものと思われます。 

次の頁、１９頁以降に各施設の利用者の出身市町村、障害の状況、年齢、

そして、職員の状況を記載しております。それぞれご覧のとおりでありま

す。 

以上で、一般会計決算の説明を終わらせていただきます。 

 

引き続き、特別会計決算につきまして、ご説明させていただきますので、

恐れ入りますが、決算書に戻っていただき、決算書の２８頁、２９頁をお

開きいただきたいと思います。 

議案第２号 令和元年度西蒲原地区休日夜間急患センター事業特別会計

歳入歳出決算について、ご説明申し上げます。 

詳細については、後程ご説明をさせていただきますので、一般会計同様、

項目ごとの収入済額を読み上げさせていただきます。 

１款、分担金及び負担金、収入済額１，６２９万円。 

２款、財産収入、５００円。 

３款、繰入金、４００万円。 

４款、繰越金、９５６万９，２４３円。 

５款、諸収入、４０円。 

歳入合計は、２，９８５万９，７８３円でございます。 

次に、３０、３１頁をお開きいただきたいと思います。 

歳出でございますが、１款、衛生費、支出済額が２，８５９万７，４６

０円。歳出合計も２，８５９万７，４６０円でございます。 

歳入歳出の詳細については、次の頁の３２頁以降に記載してございます。 

３６頁をお開きいただきたいと思います。 

歳出の詳細でございますが、１款、衛生費、２項、保健衛生費は、急患

センターの指定管理料でありまして、運営全般を担っております指定管理

者、新潟市医師会に支払ったものでございます。急患センターの運営に係

る経費は、診療収入では賄いきれないため、不足額を指定管理料として補

填するものでございます。 
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前年度に比べ、９４７万１，２６１円増加してございます。 

内科・小児科の患者数が年間９５０人減少したことによる診

療収入の減少を補うために増額となったものでございます。 

急患センターの患者数については、主要施策の成果に関する

報告書の２２頁から２５頁に記載してございます。そちらでご

確認いただきたいと思いますけれども、患者数は、内科・小児

科で年間５，９９１人、歯科では１９１人でございました。 

急患センター事業特別会計決算の説明は、以上でございます。 

最後に、決算書４３頁をお開きいただきたいと思います。 

財産に関する調書及び基金の運用状況のうち、４の基金の積

立状況でありますが、財政調整基金が１３０万３千円の増、決

算年度末現在高が８，９９３万４，８６３円となっております。 

急患センター運営基金については、３９９万９，５００円の

減、決算年度末現在高が５，２０２万１，５０３円となってご

ざいます。 

以上で、議案第１号並びに第２号の説明を終わらせていただ

きます。何卒、慎重審議のうえ、ご承認賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

 

○議 長（鈴木 力さん）事務局の説明が終わりました。質疑に入る

前に、代表監査委員より決算に対する監査意見を求めます。代

表監査委員 本多 克さん。 

 

○代表監査委員（本多 克さん）それでは、監査委員を代表いたしまして、

令和元年度西蒲原福祉事務組合一般会計及び特別会計決算審査

意見を述べさせていただきます。 

１、審査の対象でございますが、（１）として、令和元年度

西蒲原福祉事務組合一般会計歳入歳出決算書、（２）としまし

て、令和元年度西蒲原地区休日夜間急患センター事業特別会計

歳入歳出決算書であります。 

審査年月日でございますが、令和２年８月に行いました。 

審査の場所は、やひこの里会議室でございます。 

審査の結果を申し上げます。（１）審査に付された一般会計

歳入歳出決算書、及び特別会計歳入歳出決算書、付属書類は関

係法令に準拠して作成され、計数は関係諸帳簿と符合して正確

であり、出納諸帳簿と歳入歳出差引額は、金融機関の残高証明

の額とそれぞれ符合しましたので、決算計数は違算ないものと

確認し、適正なる決算であることを確認いたしました。 
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（２）として、財産に関する調書については、公有財産、基

金等、各調書の計数は誤りのないことを確認いたしました。 

審査意見については、記載のとおりでございます。以上でご

ざいます。 

 

○議 長（鈴木 力さん）ありがとうございました。これより、議案

第１号の質疑に入ります。議案第１号にご質疑はございません

か。 

 

（「なし」と言う声あり） 

 

質疑なしと認めます。続いて討論に入ります。討論はござい

ませんか。 

 

（「なし」と言う声あり） 

 

討論なしと認めます。お諮りいたします。ただいま議題とな

っております議案第１号について、管理者提案のとおり認定す

ることにご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と言う声あり） 

 

ご異議なしと認めます。 

したがって、議案第１号は、提案のとおり認定されました。 

 

次に、議案第２号の質疑に入ります。議案第２号にご質疑は

ございませんか。 

 

（「なし」と言う声あり） 

 

質疑なしと認めます。続いて討論に入ります。討論はござい

ませんか。 

 

（「なし」と言う声あり） 

 

討論なしと認めます。お諮りいたします。ただいま議題とな

っております議案第２号について、管理者提案のとおり認定す

ることにご異議ございませんか。 
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（「異議なし」と言う声あり） 

 

ご異議なしと認めます。 

したがって、議案第２号は、提案のとおり認定されました。 

 

次に、日程第７ 議案第３号 令和２年度西蒲原福祉事務組

合一般会計補正予算（第１号）から日程第９ 議案第５号 令

和２年度西蒲原福祉事務組合負担金の負担割合及び徴収期日の

決定について、以上３案件を一括して議題といたします。事務

局より説明願います。事務局長。 

 

○事務局長（大谷夢孝さん）議案第３号 令和２年度西蒲原福祉事務組合

一般会計補正予算（第１号）について、ご説明申し上げます。 

議案書の５頁をお開き願いたいと思います。 

既定の歳入歳出の総額５億９，５００万円に歳入歳出それぞ

れ１，７２０万７千円を追加し、歳入歳出予算の総額を６億１，

２２０万７千円とするものでございます。 

詳細は、１０頁以降の事項別明細書にてご説明いたします。 

１０頁をお開き願います。 

歳入、４款の繰越金は、今ほどの決算認定、歳入歳出差引額

のとおり前年度繰越金を１，５０９万８千円増額するものでご

ざいます。 

５款、諸収入、２項、雑入については、新型コロナウイルス

感染防止対策として、やひこの里職員への給食の提供を中止し

たことにより、職員から実費徴収する給食費１３０万円を減額

するもので、これについては、同額を歳出においても減額して

ございます。 

次に、６款、県支出金でございますが、新型コロナウイルス

感染症緊急包括支援事業補助金として、福祉サービス事業所の

感染症対策に対する補助金が設けられ、これを活用した物品購

入等を行うものでございます。補助金の内訳は、やひこの里が

２１７万６千円、ねむの木工房とふれあいの家がそれぞれ３５

万３千円、グループホームが３４万１千円、計３２２万３千円

でございます。 

そして、これに加えて、燕市では市内の事業所を対象に独自

の燕市介護及び障がい福祉サービス事業所感染防止対策物品等

整備費補助金が設けられ、ねむの木工房とふれあいの家が補助

対象とされましたので、ねむの木工房が８万円、ふれあいの家 
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が１０万６千円、計１８万６千円を空気清浄器とパーテーション購入の財

源として活用させていただくものでございます。 

続いて、歳出についてご説明申し上げますので、１２頁をお開き願いた

いと思います。 

今ほどの感染症対策について、１２頁のやひこの里では、マスク、消毒

液、ビニール手袋、ペーパータオル、体温計、パーテーション等の購入の

ための消耗品費、そして、廊下に網戸を設置するための維持修繕費、４台

の空気清浄器を購入する備品購入費の計上でございます。 

１３頁のねむの木工房では、やひこの里同様に消耗品費、空気清浄器３

台分の備品購入費、そして、１４頁のふれあいの家では、同じく消耗品費、

空気清浄器２台、それと密を避けるための作業テーブル３台分の備品購入

費、そして、１５頁のグループホームでは、同様の消耗品費と４棟にそれ

ぞれ１台空気清浄器を導入するために備品購入費を計上したものでござい

ます。 

このほかでは、年度当初の人事異動に伴いまして、会計年度任用職員を

含めた人件費の組み替えを行うとともに、昨年度末に新採用予定者が１名

辞退したために人件費の減額を行うものでございます。人件費の詳細は、

１７頁以降の給与費明細書をご確認いただきたいと思います。 

議案第３号 一般会計補正予算の説明は、以上でございます。 

 

続いて、議案第４号 西蒲原地区休日夜間急患センター事業特別会計補

正予算（第２号）について、ご説明申し上げますので、議案書２３頁をお

開きいただきたいと思います。 

既定の歳入歳出の総額２，６２５万６千円に歳入歳出それぞれ２，６０

８万９千円を追加し、歳入歳出予算の総額を５，２３４万５千円とするも

のでございます。 

２８、２９頁をお開き願います。 

このたびの新型コロナウイルス感染症の影響により、急患センターの患

者数が大幅に減少しております。４月から７月の患者数でおよそ７５％減

少しており、例年ですと冬場のインフルエンザ流行期に患者数が急増する

とはいえ、年間５０％程度は減少するものと想定し、急患センター運営費

を試算した結果、２，６３２万７千円の急患センター管理委託料の追加負

担が必要となりました。 

そこで、関係の新潟市、燕市、弥彦村と協議の結果、これを関係市村運

営費負担金としてご負担いただくこととし、予算計上いたすものでござい

ます。何卒よろしくお願いいたします。 

議案第４号 特別会計補正予算の説明は、以上でございます。 
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最後に、議案第５号 令和２年度西蒲原福祉事務組合負担金

の負担割合及び徴収期日の決定について、ご説明いたしますの

で、３１頁をお開き願います。 

今ほどの議案第４号 特別会計補正予算における急患センタ

ー運営費関係市村負担金の負担割合を人口割１００％とし、徴

収期日を令和２年１２月２５日とさせていただくものでござい

ます。 

負担金の内訳は、３２頁に記載してございます。 

新潟市が１，７６９万２千円、燕市が７０８万２千円、弥彦

村が１５５万３千円、計２,６３２万７千円でございます。 

以上で、議案第３号から第５号の説明を終わらせていただき

ます。ご審議の上、ご承認賜りますよう何卒よろしくお願いい

たします。 

 

○議 長（鈴木 力さん）事務局の説明は終わりました。これより、

議案第３号の質疑に入ります。議案第３号にご質疑はございま

せんか。 

 

（「なし」と言う声あり） 

 

質疑なしと認めます。続いて討論に入ります。討論はござい

ませんか。 

 

（「なし」と言う声あり） 

 

討論なしと認めます。お諮りいたします。ただいま議題とな

っております議案第３号について、管理者提案のとおり可決す

ることにご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と言う声あり） 

 

ご異議なしと認めます。 

したがって、議案第３号は、提案のとおり可決しました。 

 

次に、議案第４号の質疑に入ります。議案第４号にご質疑は

ございませんか。 

 

（「なし」と言う声あり） 
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質疑なしと認めます。続いて討論に入ります。討論はござい

ませんか。 

 

（「なし」と言う声あり） 

 

討論なしと認めます。お諮りいたします。ただいま議題とな

っております議案第４号について、管理者提案のとおり可決す

ることにご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と言う声あり） 

 

ご異議なしと認めます。 

したがって、議案第４号は、提案のとおり可決しました。 

 

次に、議案第５号の質疑に入ります。議案第５号にご質疑は

ございませんか。 

 

（「なし」と言う声あり） 

 

質疑なしと認めます。続いて討論に入ります。討論はござい

ませんか。 

 

（「なし」と言う声あり） 

 

討論なしと認めます。お諮りいたします。ただいま議題とな

っております議案第５号について、管理者提案のとおり可決す

ることにご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と言う声あり） 

 

ご異議なしと認めます。 

したがって、議案第５号は、提案のとおり可決しました。 

 

以上で本日の議事日程はすべて終了いたしました。 

これをもちまして、令和２年第２回西蒲原福祉事務組合議会

定例会を閉会いたします。大変ご苦労様でした。 

 

◎閉会時刻 午後２時３４分 
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 以上、会議録は書記が記載したものであるが、その正確なることを証す

るため署名捺印をする。 

 

令和２年１１月２日 

 

西蒲原福祉事務組合議会 

       議  長 燕  市  長  鈴  木     力 

 

 

 

 

       署名議員 弥彦村議会議員  柏  木  文  男 

 

 

 

 

       署名議員 燕市議会議員   渡  邉  広  宣 

 


